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序
　Galdós の作品は，ほとんど日本語に訳されていない。このため，いま
まで，論文はスペイン語で書いてきたが，この作家を知って頂くために
も，今回，日本語で書くことにした。しかし，固有名詞の一部は元の言語
のままにしてある。各々の言語には，固有の音があり，それは，文学作品
を理解するのに大切なことだ。Galdós は，1898 年代のリアリズム作家の
一人で，スペイン帝国の崩壊をみる。そして，揺れ動く宗教界の動きも目
の当たりにし，反聖職者主義と呼ばれるが，彼の考えは，第二バチカン公
会議を先取りにしている。
　ここで取り上げる二部作は，秀作ではないが，非常にスペイン的であ
り，スペイン国土の多様性を念頭に読む必要がある。
　まず，彼の生い立ちと作品の展開する場を記しておく。Galdós の祖父
は Domingo Alcorta Galdós で，Azpeitia（Guipúzcoa）出身，異端審問所の
秘書として，Gran Canaria に渡る。そこが，作家の出生地である。また，
この作品は Don Quijote の地，Castilla 平原で繰り広げられるため，北の優
れた音感を持つ Vasco の人々とそれを囲む緑豊かな山々，広大な Castilla
の平原，Galdós の出生地，即ち，アフリカの北西に浮かんだ 7 つのカナ
リア諸島の一つ，岩山と美しい海岸の Gran Canaria を知る必要がある。
Galdós 自身オルガニストであり，繪も描いた。これは，彼の持つ特性，
物事をしっかりと見て，また音を聞き，それを，文学作品に表す気持ちの
土台となっている。場所として，Vascongada, Castilla そして，Gran Canaria
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島を背景に考える必要がある。
　Galdós は 1830 年代頃始まる中産階級の台頭に注目する。1870 年頃には
中産階級が確立し，上流階級との間に歪みが出る。そのような社会にうご
めく事態：“Quiero y no puedo”（したいが，できない。：日本で同じ頃に
言われていた言葉に直してみると，「絹は着たし，金はなし」であろう。）
の風潮の中で信仰をどのように生きるかと問うているのが，この二作であ
る。
　この二作では，Nazarín が Don Quijote と San Ignacio de Loyola に似てい
ることが，明白だ。聖 Ignacio de Loyola は騎士道を愛し，Galdós のこの
二作と同じように神秘主義との関係も見られる。彼は，Quijote と言われ
ていたし，Dulcinea は教会であったか聖母マリアであったかと言われる。
Don Quijote, 聖イグナチオ，Nazarín の三人とも理想の騎士を考えていた
ということで迫害をうける。
Nazarín:
　Nazarío, Nazarín Zaharín は年より老いて見える 30～40 才位の司祭。神
を賛美するというより，イエスの姿，特に，清貧，謙虚，苦行の道を歩
み，全力を尽くして人々に仕える。Don Quijote が神聖化された者と言わ
れるように，Castilla の地に出て，キリストに倣って天国に入ろうと願う。
Galdós の時代には中世から続くキリスト教観念と中産階級の台頭により，
長年の上下階級の間に中産階級が入り込むことで，歪みができる。社会が
揺さぶられる。その社会，家，政治，経済，そして時の背景を捕らえ，彼
は忠実にこれらを映していく。彼の小説論は不思議なことに，紫式部の物
語論に極似している。千年前に日本の宮廷の姿を描いた紫式部の考えと，
19 世紀後半のスペインの社会，1898 年の大惨事を生きた Galdós の考えと
なんら変わるところがない。当時のスペインの聖職者は中世の伝統を引き
ずり，社会で強い圧力を持っていた。それに疑問を感じる作者が Nazarín
というアラビア人の風貌を持つ司祭を描く。生計のためのミサも葬儀も要
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求しない。食事は恵まれるもので足す。そんな所に Andara という女が盗
みをして，追われ，隠れてくる。追手が来るのを恐れ，Andara は，自分
の臭いを嗅ぎ付けられると思い，Nazarín の家に火を放つ。こうして，彼
は全てを失ってしまう。一時，若い司祭とその母親の家に身を寄せるが，
外聞を気にする家族を後にして，文明と分かれ，自然の中に暮すことにな
る。その後，貧しい夫婦の所にも居候するが，Nazarín についての悪評の
ため，司祭の資格が取られることとなり，この家族のもとをも後にする。
司教総代理のところに行くように勧められるが其れをも拒む。
　Nazarín は早朝に Madrid の町外れに出て，神に祝福された大地と空を見
て，醜い人間の思い，世間の利を捨て，大自然に住もうとする。そうし
て，人間性の浄化を目指し，愛をもって，永遠の宝のために働きたいと願
う。托鉢に出ようとしても，司祭服とボロの靴が邪魔をする。司祭服と穴
だらけの靴を脱ぎ捨て素足で歩く練習を始め，乞食のように新しい世界に
入っていく。Nazarín を一文無しにした Andara と同じ村の Beatriz が彼に
付いていきたいと願う。当時，ペストの流行があり，多くの救済の手が必
要であった。三人はこうして，Castilla の村々で人助けの旅を続け，途中，
凶暴な領主 Belmonte をも Nazarín はなだめることになる。彼は，Nazarín
を司祭と見抜くが，一段落したところ，村長と警官が三人を逮捕する。理
由は家に怪しい女をかくまい，その後，放火があったということだ。村長
はこの時勢に，模範でキリストを伝えるということは，常軌を逸している
という。ペストの大流行に献身的に活動するが，警察の犯罪者や放浪者狩
りに会い，連行される。Nazarín の温厚さを見て，聖人であるという一方，
二人の女性について疑う。あまりの暴言に怒り，民衆に対し，「私を悪く
見るのはかまわないが，神を冒涜することはできないと大声を出す。」1）
Nazarín を彼は平手打ちにするが，「冒涜者」のレッテルを貼られている者
が Nazarín を庇う2）。（イエスと共に捕らえられた泥棒が想起させられる。）
囚人達の Mostles での扱いはひどっかた。Nazarín の感覚は薄れ，物事が
はっきりしなくなってきた。朦朧としたなかで歩み，徐々に哀れな現実の
囚人に気づいた。「冒涜者」の腕に抱かれ，死を覚悟していた。周囲の騒
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音も，十字架も通りも人々も消え失せた。一人になったと思うと，ミサを
あげたいという強い願いを感じた3）。苦しみの中，十字架につけられた幻
覚をみて，ミサをしたいと思い，ホスチアを持ったが，「まだ生きて私の
病院にいて，私のために苦しんでいる。二人の女性と泥棒もお前の教えに
従い，牢にいる。まだ，お前と共に私の体と血を持つことはできない。ミ
サはまだあげられない。このミサはお前の朦朧とした頭のせいだ。休みな
さい。お前は私のため，何かをしてくれた。休むのは当然のこと。お前は，
不本意の気持ちであってはならない。，まだ，お前は私のためにたくさん
の事をしなければならない。」4）というキリストの心を知る。
　活動途中 Andara と Beatriz は，Nazarín に簡単な教えを受けて，無限と
いうことに疑問を持った。Andara が理解できないという。其れに対し，
Nazarín は，「この世の中で無限ということを理解するのには，二つの事が
ある，それは，愛と死だ。」と説く。5）彼の説くことは同時代の作家 Clarín
によれば，「組織的計画も無く，創立も宣伝も考えない。ただ，手本を示し，
キリストの手本に従って（……）清貧，苦行，謙遜，（……）の姿勢で大
衆を取らえて（……）ピカレスク小説の域に達する。」6）
　もう 1 人の Don Quijote に似た人物がいる。Inigo de Loyola である。彼
は Galdós の祖父の地，Azpeitia の Loyola 城の城主の息子だ。Inigo は，こ
この城主の息子として生まれ，騎士道物語に熱中して戦いに出て，負傷
して帰り，病の床の中で心が一変。Loyola を出て，Aránzazu の山の聖母
に巡礼し，そして，Monserrat の聖母の前に立ち続け，総告解をして後，
Manresa に向かう。乞食と自分の服を交換し，この地に引きこもり，貴婦
人のかわりに聖母に仕える。1526 年から，約 1年半，やはり Castilla の地，
Alcalá de Henares で勉学に励み，Salamanca, Barcelona を経由，パリで，同
士と共にイエズス会を立ち上げる。彼も，もう 1人の Don Quijote であり，
Nazarín の姿にだぶる。Castilla の地は何も無い平原，現在は小麦畑とひま
わりの花が広がり，時々，まだ，昔の姿を想起する風車が点在する。広大
な天と地の中に立って，Nazarín は時代錯誤の司祭と言われ，キリストに
従うのに良心が唯一価値あるものと考えるが，多くの Quijote が Galdós の
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作品にはまだいる。彼等には現実が見えない。Galdós は成上がりのブル
ジョアは何もできないと悟り「スペインよ，夢を見ているのではなく，現
実を見てと願う。Galdós はこの世界を自らの理想で解釈し，スペインは
夢を見ることをやめ，現実の世界に入って欲しいと願う。即ち，大志の夢
を忍耐強い働きにかえ，英雄主義を愛する心を，計画性を持った社会に仕
える態度に，それは，Dulcinea に思いを馳せているのではなく，日常の必
要性を考えよと促す。夢をみることをやめ，現実の社会に入って欲しいと
願う。」7）
　Nazarín が二人の女性と村々の悲惨な人々の救済をしている時に「私達
は楽な危険のない生活を求めているのではない。全く反対で苦しみのある
所に慰みをそして，苦悩の中を歩いたら何かがあるのだろうと諭す。」8）そ
の後の二人の女性は疲れを知らずに，ペストの流行の惨禍の中を働く。何
もしないキリスト教に対し，言葉と行動で教えようとする意気が見られ
る。これは，当時の教会体制に対する彼の批判でもある。また，『他の作
家と違って伝統主義や自由主義の旗を掲げるのでは無く，新しいものと古
いものを調和しようと努力（……），他人の意見を聞こうとしないスペイ
ン人の素性と，一様に，伝統主義や自由主義という自分の信念に固執する
スペイン人を理解しようと努めた。』9）
Halma
　Halma は侯爵夫人，赤貧の生活を外国で味わい，未亡人となって帰国す
る。兄の Feramor 侯爵家で居候をしている。再婚か修道院入りかと問われ
ている。兄が Halma に正当な遺産を譲渡していなかった事が発覚，この
分配を受けたら，Pedralba の地に貧者の施設を作ろうと考える。一方，兄
嫁は，其の資金は慈善事業にとねらっている。慈善事業は当時，上流階級
の女性の仕事としてよくあるものだった。
　そこに，Nazarín のうわさを聞いた Halma は，会いたいと願う。兄
と Halma の指導司祭 Don Manuel Flórez は Halma の願いを聞き入れて
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Nazarín と会う努力をする。Don Manuel Flórez は，Nazarín を訪れ，聖人
かどうかはわからないとしても，典型的な Castilla の神秘家で，清貧，忍耐，
無視を甘んずる人として，Nazarín のすばらしさを確認，聖人なのか狂人
なのかと問う。
　Don Manuel は Nazarín に会って，其の衝撃は隠せない。「聖人なのか狂
人なのか」と戸惑う。師は，不眠のなかで，「彼は良い人だ。私も。双方
とも聖人とはいわないが，（……）私は社会的人間であり，彼は個人主義
だ。私の世界は金持ちどもの世界，かれのは，貧乏人の世界，で，彼の
方に歩がある。双方の場で神に仕えている。どちらが良いとはいえない。
「我々は聖人なのではない。この時代に聖人などはいない。（．．）教会の教
えからみたら，彼の方が良いので，私の方が劣る。しかし，両方とも神の
神秘からみたら（……）主よ，彼は，確実な線を行く，即ち，できるとこ
ろから不可能なところまでも（……）そんな厳しい型で教えを実行するな
んて！」10）
　そして，Halma の前で，「この不条理な司祭ほど，良心と『知』を兼ね
備えた人間はいない。」（……）「ということは Halma は Don Manuel に，
Nazarín は聖人であり，狂人だということかと問う。」「そのとおり」11）
　Don Manuel は上流社会の中を泳いできた。Nazarín が福音をそのままに
生きる姿をみて，自分は「サロンの司祭」にすぎないと自覚する。主の御
前での独白は「私は良い方の一人だと思っていた。しかし，私よりずっと
すばらしい人がいる。その人の前で，私は，全く意味のない人間で劣等感
は明らかだ。どこでも，完徳が崇められるようにと願う12）。このショック
は師を追い詰めていく。
　一方，従兄弟の José Antonio は，Halma の母のような優しさと厳しさ，
活動力にひかれ，Halma の方も José Antonio の実直な姿にうたれ，彼の生
活態度を指導する型になっていく。この姿にNazarínは全て，気づいていて，
福祉施設建設に当たり，それを実行しようとすれば，一般社会または，教
会の権力が入ってくる。これを知らずに Halma は公式な許可という壁に
ぶつかり，Nazarín に解決策を求めてくる。
― 　 ―21
　Nazarín は Halma に「あなたは，精神的な型でするのなら，なにもでき
ない，人間的な手段でしなければならない。人間的なものを軽んじる必要
はない。（……）あなたは，聖徳の道に完徳を求めるのでなく，人の手が
必要なのだ。」「結婚せよということ？」（……）「そのとうり」13）
　この施設の運営管理のため，教会または，政府の検閲が必要となるとい
うことを知らなかったと唖然とするが，考えてみれば，José Antonio と自
分の気持ちを思い，正しいと認める。Halma 自身これが，見えていたのに
も関わらず，認めたくなかったのだ。
　この解決策を見て，Nazarín の正気が説明され，医師と上長の司祭に
Nazarín の正当性が認められる。Pedralba は一つの家庭とされ，報告は
神にだけすれば良い。Halma の二人目の指導司祭 Don Domingo Díaz de 
la Robla は，Halma と José Antonio の結婚をしきることを約束し，次ぎ
の任地は Alcalá の Santa Maria の監事だと聞いて有頂天になる。そして，
Nazarín の正当性をはっきりと Madrid で説明し，新婚の二人も Castilla の
地で働くことになる。Don Quijote のようにすべてが，Castilla の地で自分
達の力を試し，活動する。
　Galdós の 1879―88 年の小説は当時の社会を映し，個人とその社会の
噛み合いを理解しょうとしていた。一連の宗教色のある作品として，ま
ず，Angel Guerra が上げられるが，題が示すごとく，「天使と戦い」であ
る。それは，Alejandro Miquis の姿，Galdós 自身にも重なるものがある。
Galdós は静かに服従する，臆病で控えめな Alejandro Miquis の姿である。
彼の無口は有名で，これは，北のバスコの血を引いたもの。こうして，新
しいものと古いものとを調和させようとし，愛を持って許すこと，正義と
自由に基づいて，理想のキリストの姿を求めていく。“Nazarín,”“ Halma”
から“Misericordia”の Benigna に続く。一方，現実も交えた Lere, Angel 
Guerra そして，実在した人物として，Guillermina Pacheco につらなってい
く。この土台には，Nazarín の強い思いがある。「我々の知識は，傲慢とな
り，（……）だから，社会が悪い。（……）信仰を持っている人が見本を示
さなければならない。（……）キリストの教えを説くだけではなく，示さ
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なければならない。（……）キリストの教えを説くだけでなく，模範が必
要だ。（……）それには，謙虚さが必要。（……）不正義が社会を汚してい
る14）。（……）不正義と戦うのではなく，（……）キリストが，無防備で社
会悪に御自身を渡されたようにすることだ。（……）それによって，悪に
対して，キリストのように服従，（……）そこから，善が生み出される。
（……）これが，私の世界観で，私一人が救われて，満足するのではな
く，皆が，救われて欲しい15）。Angel Guerra の過ちを繰り返すのではない，
Lain Entralgo のごとく，社会福祉を通じて，キリスト教を伝えたかったの
だ。
　1865 年コレラの蔓延にさいし，病人を見舞う教会司祭の姿に感謝，社
会批判が土台で，決して，反聖職者主義ではない。唯一，批判されている
司教は Doña Perfecta に出て来る司教である。
　彼の作品は誤った社会を真のモデルにしようとすることに反抗する
ので，Quijote に現実が見えないように，ブルジョアに現実を見させ，
Cervantes は世界を自分の考えで見ているが，Galdós は，スペインよ，夢
をみているのではなく，現実をみてと願う。だから，Nazarín も Quijote
であり，二人の女と狂人で，社会をかえる使命を追う。Halma は神秘的な
Quijote であり，聖母が Dulcinea である。Nazarín と Halma はスペインの
典型的な Don Quijote の姿で，其の裏に，San Ignacio de Loyola の精神と，
Castilla の広い大地が見え隠れする。Nazarín と Halma の姿が更に深刻化し
たものとして，“Misericordia”の Benigna がいる。彼女は，徹底的な迫害
と侮辱に甘んじ，しかし，人々を許していく姿は，キリストのそれにだぶ
り，彼女に不条理を行った者が，Nina（Benigna）に許しと安堵の気持ち
を求めていく姿が Misericordia の最後のシーンにみられる。
まとめ
　Galdós の文学のなかに宗教的なものをとりあげる一連の作品がある。
最後の部分で続きを少し述べたが，今回はこの二作にとどめた。長篇
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“Fortunata y Jacinta”の中で，Galdós は，「スペイン人はこの地上の人類の
中で，一番おしゃべりな人間だ。会話の「ねた」がないと，自分の事を話
し，（……）カフェ（喫茶店というより，一種のたまり場で，各種の話題
に花を咲かせる場）では，バベルの塔の倒壊より，神が作られたあらゆる
意見が戦わされる。」16）ということで，Galdós は其の如実な姿をみて，特
に宗教界の伝統と社会構成の重いしきたりを批判しながら，キリストの
姿，聖書に近いキリスト者の自然な生き方を探っている。その一人の聖職
者として，Nazarín が登場し，社交なれした上流社会に場を持つ指導司祭
に疑問を投げかける型になる。一方，未亡人となった Halma は，それま
での習慣を破り人間的な型で，家庭を作り貧者のために仕えることになる。
Nazarín の姿に，Don Manuel Flórez が悩むのは当然で，このような点か
ら，反聖職者主義といわれる所以かもしれない。一方，Nazarín も Halma
も Castilla の平原にでて，理想を実現しようとする姿は，Don Quijote のよ
うであり，一度の座礁を乗り越え，仕切り直しをしてから，自分達の理想
の実現に向かう。その基にあるのは，スペイン古来の神秘主義の精神であ
り，Don Quijote のように挫折しても，Castilla の平原に戻り，そこを拠点
として理想を実現しようとしている。
注
1 ）cf. “Novelas y Miscelanea” p. 564
2 ）Idem. p. 566
3 ）cf. Idem. p. 576
4 ）Idem. p. 576
5 ）Idem. p. 542
6 ）cf. “Ensayos sobre Galdós” p. 235 ― 236
7 ）cf. “pérez galdós y su novelística” p. 240
8 ）“Novelas y Miscelanea” p. 540
9 ）“pérez galdós y su novelística” p. 25
10）“Novelas y Miscelanea” p. 623
11）Idem.
12）Idem.
ガルドス（Galdós）の「ナサリン」（Nazarín）と「アルマ」（Halma）― 　 ―24
13）Idem. p. 676
14）cf. Idem. p. 535
15）cf. Idem. p. 536
16）“Novelas” p. 731
注：スペイン語からの引用文は私訳
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